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山田正一（仮名）82歳 男性 アルツハイマー型認知症（診断2年前）

既往歴
高血圧、脂質異常症、脳梗塞（7年前）
2年前に認知症診断でドネペジル内服

生活状況
自宅で長男夫婦と同居 要支援2 ADL自立、IADLは一部介助

現在の症状
・同じ質問を何度も繰り返す
・財布や通帳がないと怒る（実際は自分でしまっている）
・買い物で道に迷う
・薬の飲み忘れ
・夜間に起きて家の中を歩く
・入浴拒否



家族構成（同居）

長男（55歳）
会社員、管理職
朝早く出勤し帰宅は夜
介護にはあまり関われていない
「どう対応すればいいか分からない」

長男妻（53歳）
パート勤務
主介護者
日中は祖父と過ごす時間が長い

主介護者である長男妻は

・同じ質問を1日何度もされる
・財布を盗ったと疑われる
・入浴を拒否される
・夜中に起きて歩き回る などでストレスを感じる。

「病気と分かっているけど、つい怒ってしまう」
「私の言うことだけ聞いてくれない」

長男は

「仕事もあり、どう支えたらいいか分からない」
「施設に入れるのはまだ早い気もする」 と悩む。

・家族は認知症への理解が十分でない
・介護の方法が分からない
・介護サービスの利用もまだ少ない






